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論文内容の要 1:::. 
日

電ノり需要の増大から送電々圧は増々超高電圧化の傾向にある。超高圧送電線においては導体表面か

ら発生するコロナが問題である。コロナは導体周辺の空気の電気的部分破壊であって，このため電気

エネ jレギーの担失と空間への電磁波の幅射が起る。電波網の発達した今日では，後者のコロナ放電に

より発生するコロナパjレスが電波網に障吉を与え特に問題になりつつある。実際の送電線よりのコロ

ナ放電現象は導体表面の傷，付着汚物，水前jなどの不整点から発生し非常に複雑である口

本論文は主として送電線よりの発生するコロナパルスを解析したもので超高圧送電線導体設計に関

しても有益な基本特性を把握できたと考える。すなわち，コロナパjレスの一般的性質を初めて明らか

にすると共に導体表面近傍の電界がコロナノマjレスエネノレギーに著しく関係することを単導体および複

導体送電線について実験と理論の両面から解明した白

この結果複導体方式が同一表面電位傾度を与える太い導体より有利であることなどの理由を明らか

忙した。

論文の審査結果の要旨

本論文は超高圧送電線のコロナ現象に関する研究であり，特に最近問題になっているコロナ雑音と

コロナノマノレスとの関係を基礎的に研究し，超高圧送電線のコロナ雑音軽減に対する考え方を明らかに

したもので， 6 章からなっている。

第 1 章は緒論であり，本研究の意義および、従来行なわれていた乙の分野における研究の概要を述べ

ている。

第 2 章では試験電極によってコロナノマノレス現象を基礎的に研究した結果を述べている。試験電極と
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しては球対平板電極を用い， 球には水滴を附着せしめ得るようにしている。電源電圧を特に安定化

し，コロナパノレス測定装置としては，計数装置と広帯域シンクロスコープとを併用し，測定ケーブjレ

その他忠実な波形を観測することに十分な注意を払っている。これらの方法により次のような結果を

j尋ている D

正コロナノマjレス波高値は負コロナパノレスに比べて著しく大きく大いさの変動も大きい。負コロナパ

ルスの数は非常に多く，印加電圧の上昇と共に増加し，個々のコロナノマノレス波高値は飽和するのに対

し，正コロナパノレスは印加電圧の毎サイクノレ当り 1 個程度で，波高値は印加電圧の上昇と共に増大す

る。また電極の尖端曲率半径，間隙長の大きいほど同一電界強度においてコロナパノレス波高値が大き

い。乙れは電極附近の電位傾度の変化率に関係する。

筆者はこれらの現象に対し理論的な解析を加えている。

2ß 3 章は実際の送電線に近い規模の実験を行なうため，超高圧同心円筒設備および試験送電線を造

り研究した結果を述べたものである。外部円筒は空間電荷による影響を実線路と近づけるため十分大

きくする必要があり，直径 3 米，長さ 18米としている。

コロナ雑音の測定に当っては単にノイズメータだけでなくコロナパノレスの測定を行なっており，特

殊な装置を用いて正負コロナの差異を明らかにしている。これらの実験により，電線の太さ，印加電

圧，電線の表面状態，雨天時などに応ずるコロナパノレスの発生状況を明らかにし，コロナパノレスとコ

ロナ雄音との関係，雑音電界の周波数特性，ノイズメータの特性によるコロナ雑音指示値の変化など

を解析している。

第 4 章では単導体と複導体のコロナパノレスおよびコロナ雑音を比較検討している。

その結果導体表面電位傾度が同ーの場合，外径が大きい導体ではコロナパノレス波高値が増大し，コ

ロナ雑音が大となることを明らかにし，これに理論的な解析を加えている。さらに複導体群に対して

は，来導体径が同ーのときは系導体の本数にかかわらず最大電位似度を同一にすればほぼ同一コロナ

雑音であることを明らかにしている。

第 5 章は超高圧送電用導体の設計 lこ対し筆者の研究を適用した結果を述べたもので，送電線の使用

電圧と最適な導体太さ，京導体の本数および間隔などの関係を I~J らかにしており，特に超高圧に対し

て後導体の有利なことを強調している口さらに筆者は複導体に対するコロナ jム、外の諸問題，例えば電

線相互の衝突，振れ現象，スペーサの構造および、挿入間隔なども研先し，起高圧送電線用導体設計上

の指針を与えている。

第 6 章は本論文の結論である口

本論文は超高圧送電線のコロナ雑音に関する研究であるが，特に他の研究と異なりコロナノマノレスと

コロナ雑音との関係を詳細に研究し，各種の電線構造と表面電位傾度とに対するコロナパノレスの様相

を明らかにし，コロナ雑音の発生機構とその大いさを基本的に解明している。これらの研究結果，複

導体送電線において素導体径が同ーのときは柔道;体数にかかわらず最大電位制度を同一 lこすればコロ

ナパノレスの大いさ， したがってコロナ雑音がほぼ同一であることを明らかにし，複導体の設計上貴重

な資料を与えている。

このように本論文は送電工学の発展に寄与する所大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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